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nユーザーからは分散したデータベースをあたかもひとつのデータベース(仮
想単一データ・ベース)であるかのようにリアルタイムに統合
n異種性:DB2の他Oracle等多種多様なデータ・ソースにも対応
n透過性:フェデレーション機能はリレーショナル・データベースに対しての参

照だけでなく、更新も可能
n独立性:既存のデータ・ソースやアプリケーションに対する影響は最小限に

抑制

異種混在データ環境の仮想統合

InfoSphere Federation Server

EAI /EDI/B2B

■Power Systems モデル ：Power Systems全型式
■IBM i, power Linux ：Red Hat Enterprise Linux 4.0/5.0

SuSE Linux Enterprise Server 9.0/10.0
■IBM i, i5/OSバージョン ：V5R2以降（データ・ソースとして）

お問い合わせ

日本アイ・ビー・エム株式会社
〒106-8711 東京都港区六本木三丁目2番12
号TEL : 0120-04-1992   
製品情報のURL http://www-
06.ibm.com/software/jp/data/infosphere/feder
ation-server/
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